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長 P

本
日
恕
に
作

J
A

潟
誼
さ
け
・
ま
す
附
附
化
場
の
開
腹
式
安
田
中
げ
ら
れ
る
に
蛍
b
、
一
一
言
御
闘
い
の
-
一
=
口
棋
や
抗
べ
る
機
曾
そ
得
ま

し
た
こ
と
は
、
私
の
夜
、
心
よ
り
喜
び
に
瓶
一
え
冷
レ
、
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

太
一
迫
に
於
け
る
鮭
偏
人
工
醇
化
事
業
は
、
明
治
十
年
れ
脇
市
に
お
い
て
鱒
の
勝
化
試
内
を
行
っ
た
事
に
始
支
り
、
明
治
二
十

一
年
北
海
諸
問
が
千
歳
際
化
場
を
創
設
し
、
人
工
蹄
化
事
業
に
新
生
耐
を
聞
い
て
か
ら
、
本
事
業
の
効
果
が
一
般
に
認
馳
せ

山
ら
れ
、
更
に
昭
和
コ
年
第
一
一
期
拓
mm汁
聾
山
賀
施
と
と
も
に
民
管
事
業
ζ

到
す
る
助
長
策
に
よ
っ
て
念
地
に
治
設
の
暗
充
が

J

行
わ
れ
、
昭
和
入
年
に
は
民
待
際
化
場
五
十
五
ケ
所
バ
守
管
台
合
せ
ず
官
に
五
十
八
ケ
所
の
多
か
に
注
し
た
の
ポ
一
あ
b
ま
す
o

~
し
か
し
そ
の
反
面
、
こ
れ
ら
の
多
く
ん
川
蝉
化
場
開
に
有
機
的
辿
繋
を
欠
き
、
ま
た
寝
情
的
に
仔
一
一
一
山
り
や
来
す
も
の
も
多
く
、

~
斯
業
の
将
来
に
一
一
抹
の
陪
M
M
を
投
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
民
間
事
業
を
北
海
沼
一
際
の
傘
下
に
糾
合
す

H
'

つ
気
建
が
限

〈
成
さ
れ
、
昭
和
九
年
同
問
事
業
ケ
(
民
営
に
移
開
門
し
て
北
海
道
鮎
鱒
燃
化
場

ω機
時
の
下
に
開
設
'
を
も
っ

γ
梶
告
主
れ
，
q

こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

い
そ
の
後
経
管
は
北
海
道
地
方
自
H

に
移
さ
れ
終
臨
を
担
え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
永
い
聞
の
臨
争
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の
施

山
設
も
相
治
荒
殴
し
、
更
に
千
島
の
施
設
を
欠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
蹄
化
能
力
点
四
依
一
千
万
粒
よ
り
一
億
七
千
万
粒
に
減
少

し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
沿
岸
漁
業
者
の
自
然
増
加
に
よ
っ
て
鮭
鱒
禿
訴
に
刑
判
ず
る
漁
獲
努
力
は
著
し
〈
増
加
主
れ

る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
勝
化
事
業
h
T
急
速
に
強
化
機
充
し
な
け
れ
ば
、
鮭
鱒
漁
業
の
山
別
一
撲
を
招
く
倶
れ
が
あ
り
、

更
に
ま
た
戦
争
に
生
じ
た
本
苗
鮭
鱒
資
源
の
悶
際
的
闘
泊
性
か
ら
、
再
び
本
事
業
は
岡
崎
貨
で
開
後
き
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
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…
惟
う
に
現
下
の
閣
情
は
さ
ぎ
に
日
、
米
、
加
三
園
漁
業
協
定
の
調
印
を
見
、
近
隣
諸
園
と
の
誼
は
未
だ
成
ら
ず
と
臨
時
も
現
在
一

既
ド
遠
く
北
洋
に
鮭
鱒
を
渇
い
つ
L
あ
り
験
後
の
水
産
事
情
に
復
興
の
針
路
を
大
き
〈
聞
い
て
い
る
一
日
引
は
、
誠
に
御
同
慶
に

日

堪

え

な

い

と

こ

ろ

で

る

り

ま

す

。

山

然
し
な
が
ら
一
方
圏
内
で
は
昨
年
既
に
水
産
資
源
保
護
法
の
制
定
安
見
る
に
五
り
水
産
資
加
の
柏
渇
は
今
や
消
極
的
た
針
策

で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
震
情
に
立
ち
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
秋
に
蛍
り
資
源
に
泊
す
る
積
極
的
な
疏
策
と
し
て
七
十
年
の
懸
史
を
も
っ
本
遁
の
鮭
鱒
人
工
勝
化
事
業
そ
岡
家
が
荷
管
向

す
る
壊
に
出
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
猪
置
と
存
じ
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
〈

~
凡
そ
小
園
に
し
て
止
み
が
た
き
こ
と
L

は
雌
も
斯
る
鮭
鱒
に
針
す
る
柏
栂
的
な
資
源
の
同
義
は
他
に
例
の
見
な
し
ν
ξ

こ
ろ
で
い

)
あ
り
、
近
隣
列
強
に
互
し
て
自
ら
の
資
源
針
策
を
一
示
し
得
る
こ
を
の
一
誇
と
、
強
く
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
乍
ら
人
工
卿
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
吃
践
す
問
題
又
少
し
と
致
し
th
せ
ぬ
一
方
に
は
、
管
施
に
就
い
て
起
る
水
質
‘

活
出
向
、
稚
魚
の
渇
獲
或
は
密
漁
侍
幾
多
の
改
善
を
要
す
る
行
政
技
術
上
の
施
策
を
以
要
と
し
、
叉
他
方
に
は
人
工
勝
化
と
天

然
勝
化
に
削
判
ず
る
科
態
的
な
再
検
討
が
要
期
さ
れ
て
を
り
、
最
も
合
理
的
な
料
替
え
の
研
究
は
今
後
一
層
の
努
力
が
必
要
左
~

一

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

山

一
こ
弘
、
に
於
て
聞
係
職
員
の
御
努
力
は
勿
論
闘
係
各
伎
の
よ
り
深
い
御
支
援
を
得
て
一
致
斯
業

ω
確
立
に
努
め
る
べ
台
も
の
と
い

~
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

y

'

本
日
開
腐
の
感
併
を
摩
ぐ
る
の
よ
き
日
に
営
り
、
活
に
七
十
年
に
及
ぶ
事
業
の
設
反
に
議
さ
れ
た
先
人
の
述
テ
偲
び
つ
L

一

~

言

以

て

税

制

献

と

致

し

ま

す

。

~



一
本
日
北
潟
這
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
開
場
の
式
典
に
蛍
り
、
官
民
各
作
御
臨
席
の
下
に
鮭
鱒
勝
化
事
業
設
慢
の
功
労
に
鈎
1
、
…

山
表
彰
さ
る
L
光

祭

に

浴

し

た

こ

と

は

、

私

共

一

同

感

激

に

堪

え

ざ

る

'

と

こ

ろ

で

あ

ち

ま

す

。

…

ん
顧
れ
ば
明
治
十
年
札
幌
憎
築
闘
に
於
て
、
本
道
最
初
の
人
工
勝
化
試
験
が
行
ば
れ
て
以
来
七
十
有
五
年
、
此
の
間
先
人
の
献
叩

~
身
的
努
力
に
因
て
今
日
の
盛
況
を
招
致
し
穏
ん
吋
主
し
て
効
果
含
吹
め
て
お
る
こ
止
に
開
削
し
て
は
陵
観
の
念
ず
る
能
は
ぎ
る
と
叩

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

日
私
共
は
脚
附
佑
事
業
に
閥
、

ωを
持
ち
そ
の
謹
成
に
協
刀

uv惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、
徒
ら
に
長
歳
月
を
費
し
た
の
み
で
、
微
力
敢
て

い
今
日
の
光
栄
に
値
す
る
一
R
献
は
な
し
得
な
か
っ
た
こ
主
を
深
ぐ
協
づ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
再
建
は
諸
般
の
科
恩
文
…

~
聞
の
施
設
に
艇
ム
一
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
問
に
於
て
こ
れ
が
勝
化
事
業
の
効
果
?
減
殺
す
る
こ
と
が
情
描
出
す

同
る
は
明
か
で
+
め
る
か
ら
、
今
後
特
段
の
努
力
を
掛
っ
て
培
同
胞
の
寅
を
事
ぐ
る
こ
と
に
勉
め
ね
ば
な
ら
な
い
り
で
る
内
ま
す
。

…
私
共
は
今
日
一
手
け
た
問
ら
ざ
る
光
撲
を
契
機
正
し
て
駕
院
に
鞭
打
ち
、
一
一
暦
の
脅
闘
そ
期
す
る
も
の
で
ゆ
め
り
売
す
。
ん

~
必
に
私
共
の
決
意
を
披
癒
し
感
謝
の
窓
b
E

表

す

る

次

第

で

あ

句

ま

す

。

~

、‘

昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
七
日

衆
議
院
議
員
代
表

林

好

説t

震宇

昭
和
ご
十
七
年
六
月
二
十
七
日
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